
ドラッグストアが、これまで

順調に市場拡大を続けてきた要

因として、１つは生活者のセル

フメディケーション意識が高ま

ったことが挙げられる。もちろ

ん、医薬品や健康食品、化粧品

をはじめ、食品、日用雑貨、家

庭用品、ペット用品、酒類など

も品揃えした、高い利便性と地

域密着型の店舗展開を行ってき

たことが大きい。今後も高齢化の進展、生活

習慣病予備軍の増加、そして国民の健康意識

のさらなる高揚もあり、ドラッグストアに対

するニーズが高まっていく可能性は高く、引

き続きドラッグストア市場は成長を続けてい

くと見られる。

ドラッグ業界の動向を見る上で、総合マー

ケティング企業の富士経済（東京中央区）が

昨年行った、有力ドラッグチェーン36社の調

査結果が、１つの指標となる。それによると、

今後最も注力する商品として、８割の企業が

「ＯＴＣ薬」を挙げた。また、

改正薬事法によって（調査時点

は施行前）調剤に注力するとの

回答が７割弱あり、調剤併設店

舗の拡充を重点政策と捉えてい

た。

このほか、健康食品（サプリ

メント）への関心も高く、注力

商品として挙げていた。ＯＴＣ

薬と調剤に注力し、これにサプ

リメントなどを組み合わせ、店

頭の薬剤師や栄養士がのみ合わ

せなども指導する。専門的な健

康相談・カウンセリングを通じ

て、一般小売店との差別化につ

なげていく。また、注力商品と

して、介護関連用品を挙げてい

る企業も多く、介護支援を今後

の新しい事業として捉えている

が、現時点では服薬指導などの

サービス提供にとどまっている

ようだ。

最近のドラッグス

トア業界の動きで

は、同業同士の吸収

合併、業務提携だけ

でなく、例えば他業

態との業務提携が進

んできたことがある。ドラッグス

トア業界トップのマツモトキヨシ

ホールディングス（ＨＤ）と、コ

ンビニ業界大手のローソンが昨年

８月に業務提携したほか、12月に

はＣＦＳコーポレーションが調剤

薬局チェーンの薬樹と業務提携を

行っている。６月の改正薬事法施

行が、まさしく業態を超えた小売の再編本格

化を加速した感もある。

マツモトキヨシＨＤは今回の提携で、人

材・商品など両社グループの経営資源を互い

に活用し、付加価値が高く、専門性に優れた

商品・サービスの提供、新たな店舗作りを進

めていく戦略。なお、子会社のマツモトキヨ

シでは新規業態店の開発を進めており、11月

末には大阪市北区梅田の地下街に、小スペー

スを有効活用した「Medi+マツキヨ」を開設

した。今後も駅構内やターミナル立地で、多

様化するニーズに対応した「かかりつけドラ

ッグストア」の推進を目指す。

今回の薬事法改正では、ＯＴＣ薬が第１類

～第３類に区分されたが、このうち第１類医

薬品の販売は、いわば薬剤師に初めて与えら

れた「薬剤師しかできない」業務・権利であ

る。この権利によって、薬剤師が職能を発揮

することが、セルフメディケーションの推進

にもつながるが、新販売制度スタートから数

カ月、第１類医薬品の売上は少々伸び悩んだ。

販売時の厳格かつ“複雑”な仕組みを、店頭

で生かし切れていなかったこともある。

そこで、業界団体の日本チェーンドラッグ

ストア協会（ＪＡＣＤＳ）では昨夏から秋に

かけ、製薬企業の協力も得て、現場の薬剤師

の販売力をフォローする「第１類医薬品の販

売マニュアル」を作成し、９月に発足したＪ

ＡＣＤＳ勤務薬剤師会に登録する薬剤師に配

布した。今後は、ドラッグストアにおける第

１類医薬品販売の効果的な実例を、協会全体

で共有していく。

さらには販売面だけでなく、ドラッグスト

アが地域の医療機関として認知されるための

支援を強化していく計画だ。
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近年、各小売業態が低迷を続ける中で、ドラッグストアは着実に成長を続けて

きた数少ない業態といえる。しかし、ここ数年は出店数増加による競争の激化、

既存店の収益性の悪化、大手ドラッグ企業による業務提携やＭ＆Ａも目立ち始め

ている。加えて、2009年６月から施行された改正薬事法で、登録販売者制度が導

入されたことにより、一般用医薬品（ＯＴＣ薬）の販売にスーパーマーケット、

コンビニエンスストア、ホームセンター、家電量販店など異業種からの参入障壁

が低くなった。同業、そして異業種も加わった医薬品販売業は、さらなる競争激

化が予想され、ドラッグストア業界はまさに成長期から“成熟期・転換期”を迎

えつつあるといっていい。今年からは、従来のドラッグストアの枠組みを超えた、

新たな業態の誕生も予想されている。
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利便性と専門性を追求した新業態店の開発に注力するマツモトキヨシ

（大阪・梅田の店舗）

主
要
大
手
は
新
業
態
店
の
開
発
に
注
力

６月の新販売制度により、ドラッグストア店頭も様変わりした
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